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全日本サーフキャスティング連盟 大阪協会２月度理事会（新年総会）議事録 

 

平成 24 年 2 月 22 日（水）午後 7 時～ 

於：大阪産業創造館 6 階会議室 E   出席 38 クラブ(欠席 1 クラブ) 

 

池田協会長挨拶 

・先日の初釣り大会はご苦労様でした。この大会ですが毎年釣れなくなっているように思えます

が、今後も開催していきますのでよろしくお願いします。 

 今年の会員登録数ですが、39 クラブで 2 クラブ減っております、気になる事として 10 名に満

たないクラブが 10 クラブあり事情があると思います。入会希望者の問い合わせがあればそちら

のクラブに紹介したいと思っています。 

 

※議事に入る前に、連盟における大物関係の表彰を行った。 

 

・藤原副会長を議長として 19 時 05 分議事に入る。 

 

第１号議案 全日本サーフキャスティング連盟新年総会の報告（池田協会長） 

（連盟議事録より転載） 

日時：平成 24 年 1 月 4 日（日）12 時 00 分～14 時 57 分 

場所：新大阪丸ビル新館 4 階 402 号会議室 

 

■平成 23 年度事業報告 

大田事務局長 

23 年度の報告事項は総会資料 2～9 ページに表しています。以下は主要項目を抜粋。 

・連盟の将来を図るため「20 委員会」を設置する。 

・会議の開催数を変更して毎月の会議を隔月とする。さらに年末の土曜、日曜日の会議を日曜日

のみ常任理事会として開催し、年末総会は廃止する。 

・連盟釣り大会（全キス・カレイおよび対抗キス）の参加バッジを廃止し、大会運営費用に充当

する。これにより、バッジデザインの募集もなくなる。 

・全キスの審査時間を延長（12：30～13：00）する。 

・1 号刻みで発行していた大物バッジを 5 号刻みの発行形式（24 年度から）に変更する。 

渡辺環境部長 

・23 年度クーンアップ事業は全協会が実施しております。これらはすべてホームページで詳しく

紹介しております。 

・実施状況を分析すると参加者は連盟全体として 58％の会員が参加しており、その中で、所属会

員の半数以上が参加していた協会は 9 協会でした。 

・全体評価として全国的に釣り場の美化活動が盛んなこともありゴミの量は減少傾向であり、処

分に関して行政との連携は 45％の協会ができていた。尚、報告書の提出は終了後 2 週間以内と

しているが、1 ヶ月以上掛かっている協会も見受けられた。今期は期間内の提出を厳守してほ

しい。また今期環境部長の交代がある協会は速やかに所定の資料（写真・所感）を提出してく

ださい。 

薬師寺事故防止部長 

・1 協会を除いて全ての協会が実施した。講習内容もライフジャケットを使って実施訓練や AED

による心肺蘇生法訓練など様々におこなっていた。講習の模様はホームページに紹介している

のでご覧ください。 

・事故報告は大阪協会から 1 件届いている。尚、兵庫協会会員による人命救助 2 件の報告があり、

本総会にて表彰されます。 

■平成 23 年度会計報告 

野村会計部長 



平成 24 年 2 月理事会 

 2 

・まず 17 ページにある会計報告は年度中期のものであり、年度末のものはコピーして皆様に配布

してありますので、その資料によりご説明いたします。 

・物品収入に計上してあるのは、キスの検量袋です。 

・仮払金については旅費の立替および SC 競技会場の草刈り費用です。 

・吉本基金は金額が明記されていませんが残高はあります。使用は会に諮り基金の趣旨に副った

ことを考えます。 

・収支決算として、各種見直し策が功を奏するのは次期になりますので、今期は 130 万ほどマイ

ナスとなっております。 

尚、コピー配布の報告書は余分な書き込みがあるので、後日修正版を配布いたします。 

としだ大物部長 

・繰越金と資産の管理状況および残高証明は報告書の通りです。 

・支出の部にある各種年間表彰には大物還付金も含まれております。さらに大物ソフト管理費に

は 23 年度におこなったバージョンアップ費用が含まれています。 

・繰越金の増減額は黒字になっておりますが、バッジの未処理分があるので差引ゼロになります。 

松井 SC 部長 

・前年度比若干のプラス決算であります。 

・毎年計上している遠投賞（報告書 32 ページ）ですが、金額ベースで 40 万ほどになります。し

かし、数年来まったく動きがありません。原因は当初の目的が失われたことが大きなものと考

えます。今後も利用価値は低く、一方では管理保管に気遣いするので何らかの処分方法を考え

ていただきたい。 

蔦資材部長 

・収支および在庫状況はすべて資料の通りです。 

・在庫商品の中には少量となっているものもあります。即応は在庫数しかできないので必要な協

会は早めにお願いします。 

帷企画部長 

・報告書の収入にある登録費ですが級位は 1,000 円、段位は 2,000 円です。 

・各協会の級位・段位獲得者は 39～40 ページに表しております。 

・昨年度に三名の初段獲得者がいました。この方々は本総会で認定証の授与をおこないます。 

■資産報告（本部・各部署） 

注・事業報告書を参照願います。 

■監査報告（上野・尾上監査役）杉野監査役は悪天候により欠席の連絡 

・1 月 8 日新大阪丸ビルにて監査作業をおこない、関連部署の証拠書類を精査し、その結果、す

べて適正に処理されていることを確認いたしました。よって本総会に於いてご報告いたします。 

■質疑（事業および会計） 

池田議長 

・それでは 23 年度事業報告および会計報告に質問を受け付けます。 

Q・木村中部協会長 

・昨年に連盟推奨のラインが決定したが売り上げは資材会計に含まれているのか？ 

A・蔦資材部長 

・中部協会長さんの質問にお答えいたします。注文自体は届いていますが、推奨品として決定し

たのが年度末であり、実務的な作業は今年度からです。したがって帳簿関係も 24 年度からとな

ります。よって 23 年度の会計には含まれておりません。 

Q・相内兵庫協会会員 

・キス段位制の会計報告に伴う残高証明書が記載されていないが、その理由をご説明いただきた

い。また、連結会計収支報告書には段位制の会計は計上されていますか。 

A・帷企画部長 

・口座開設、特に趣味組織の口座新設は難しく、そのうえで段位制の部署で扱う金額は少額であ

ることから個人の口座を利用していました。監査のおり、その旨を説明するとともに通帳の精

査も受けたこともあり、残高証明書は取っていません。しかし、監査役の指摘も受けたので今



平成 24 年 2 月理事会 

 3 

期は全日本サーフの口座新設を金融機関に相談いたします。 

A・野村会計部長 

・連結収支の件ですが、これまで段位制の会計は企画部から預かったものを本部会計が扱い、支

払い時は預り金の支出として処理しており、その旨報告もしております。しかし、今期から企

画部で会計作業をしていただくため預り金は返却しております。 

連盟会長補足 

・私意の無い会計を示すためにも口座は全日本サーフ名義のものにしていただきたい。資材部も

協会の口座を利用していますが、これも善処願いたい。 

■承認 

池田議長 

・他にご質問はありませんか。質問無しのため、事業および会計の承認を求めます。承認の挙手

多数と認め平成 23 年度事業と会計は承認されました。 

-休（13:10～13:24）憩- 

■平成 24 年度事業計画 

大田事務局長 

・今期の事業（行事日程）は資料 42～43 ページに表しております。（資料以外では全日本サーフ

のホームページおよび携帯ｉモードに掲載しております） 

渡辺環境部長 

・今期の実施計画書と終了報告書をホームページにアップするので、各協会ともそれにより所定

の手続きをおこなってください。（計画書の提出は 3 月 7 日とします） 

・報告書の記入に際し実施評価に○印を付けるようにしていますので必ず記入してください。 

・今期交代の協会長には顔写真とクリーンアップに対する考え方を 300 字以内にまとめて提出し

てください。 

薬師寺事故防止部長 

・提出書類（開催届・終了届・事故報告書）の一部を変更するのでよろしく願います。 

・事故防止部長交代の協会は部長の顔写真と事故防止に対する考え方を提出してください。 

・交代に関する書類と講習会開催届は 3 月 31 日までに提出してください。 

・各協会の活動を事故防止情報として連盟会議で報告する予定です。 

・人命救助に対する報告書が無いので、新設してホームページからダウンロードできるようにい

たします。 

としだ大物部長 

・昨年度の大物申請数 19.964 件であり、大幅減少の年でした。この数字を単純に割ると会員一人

あたり 6.4 件になり、ここ 10 年に無い非常に低調なものであります。 

・大物賞のバッジは 5 号刻みの新デザインのバッジといたします。 

・特別大物は 50 号刻みとしてバッジの保存ケースも進呈いたします。 

・特別大物 301 号以上は現行通りの表彰といたします。 

・23 年度末までの未納バッジは大物部に届き次第発送いたします。 

池田大阪協会長 

・新バッジ制作については早川徽章さんも見積もり参加を希望している。結果は別としても見積

もりの案内はしてほしい。 

としだ大物部長 

・金額以外にも諸条件がありますが、そのあたりの説明も同時におこない案内いたします。 

松井 SC 部長 

・行事日程に基づいておこないます。 

蔦資材部長 

・検寸スケールは現在 33 個の在庫がありますが 2 月末には 100 個入荷します。 

帷企画部（キス段位制） 

・段位獲得競技会のメーカーさん日程（報告書参照）を報告いたします。サンラインさんの競技

日程のみ未記載ですが、7 月上旬に北陸方面で開催する予定と連絡がありました。正確な日程
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が決まり次第連盟会議で報告いたします。 

渡部広報部長 

・会員増加を図るため各協会に於いても広報活動を強化していただきたい。関連として全日本サ

ーフのリーフレットを配布してから経年しています。設置先には数量が不足していると思われ

ます。そのあたりを再度点検いただき補充をお願いします。尚、リーフレット入用の協会は広

報部までお申込み願います。 

伊達編集次長 

・各協会から原稿提出が無ければ会報は報告事項の掲載のみになります。編集部でも「釣りと私

の人生」なる企画も設けております。この企画の案内は協会長におこないますが執筆者は協会

長で指名してください。見つからない場合は協会長でお書き願います。 

連盟会長 

・会報の原稿提出などを含めて連盟運営にご協力いただいた会員さんに全日本サーフオリジナル

のボールペンを進呈していますが、在庫が乏しくなってきたので新たなものを制作する作業を

進めております。 

■連盟大会 PT 報告 

SC 協会対抗戦 PT 広島協会・上村広島協会長 

・開催は 5 月 13 日（日）です。参加申込みの締切りは 3 月 30 日（金）になっております。その

他詳細につきましては本日配布の大会要項に表しております。 

第 96 回全日本キス PT 愛媛協会・岡田協会長 

・本日大会日程案と大会要項を配布しております。会場申請～成績表の返送まで、都度 PT から

関係者までメールを用いておこなうことを基本に作業いたします。 

・要項で特に注意する部分は朱書きしておりますが、今大会から審査時間が 30 分延長されていま

す。そのあたりをよく会員さんに周知願います。 

第 97 回全日本カレイ PT 本部・連盟会長 

・まだ日にちもあるので特にお知らせすることはありませんが、今回の本部で PT を行う経緯を

説明しておきます。本来は香川協会の PT でしたが 22 年度の年末総会におきまして 23 年度の

SC 選手権のみ担当協会が皆無であり、その結果香川協会さんの提案により 24 年度に決定して

いる PT と入れ替える措置を取りました。 

■質疑（24 年度事業計画） 

池田議長 

・それでは 24 年度事業計画について質問を受け付けます。 

Q・木村中部協会長 

・昨年連盟推奨品としてアトミックスライダーのラインは SC 競技規定にある基準に適合してい

るのか確認したい。 

A・松井 SC 部長（補足・菅原北海道協会長.渡部広報部長） 

・SC 競技規定には 2 号糸を使用する競技種目は連盟指定糸を使用するとしております。それ以外

の種目はメーカー指定をしておりません。但し、指定糸以外は大会当日に測定ゲージで検査い

たします。ご指摘のラインは推奨品ではありますが指定糸ではありません。 

■予算案（収支予測） 

野村会計部長 

・収入は今期も会員の減少を予測して 5％程度下方計上している。支出については、今年度各協

会の記念行事が予定されているので役員活動費および交際費を例年よりアップして計上してい

るが、会議の隔月開催に伴う旅費、さらに手帳の簡素化などで大幅に縮小できる。したがって

本部会計および連結会計ともに黒字決算になる見込みです。 

としだ大物部長 

・49 ページの収支予測でご説明いたしますが、支出の部にある数字が抜けております。したがっ

て手書きのものを配布しております。まず大物申請は 24000 件を見込んだ収入金額を計上して

おります。支出の大きな項目では表彰費ですが、それ以外にもシステムの運営費および変更に

伴う経費を計上しております。 
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松井 SC 部長 

・支出に計上している金額は新しい防護盾の購入費も含んでいます。収支とも大きな変動がなけ

れば例年の繰越金額になる見込みです。 

■質疑・予算案（収支予測） 

池田議長 

・それでは、予算案（収支予測）について質疑をおこないます。 

Q・相内兵庫協会会員 

・連結収支予測の前期繰越金は 23 年度のものが計上されるのが正確だと思う。但し、資材部の繰

越金が抜けているのが原因ではないかと思うが如何ですか。 

A・野村会計部長 

・ご指摘の通り資材部の予測は難しいので抜いております。但し、その旨は連結収支予測の左下

に表記しております。 

Q・木村中部協会長 

・連結収支予測の中で SC の草刈り費用は何処に計上されていますか。 

A・野村会計部長 

・大会経費の項目に含んで計上しております。 

■承認 

池田議長 

・他にご質問はありませんか。質問無しのため事業計画および予算案の承認を求めます。承認の

挙手多数と認め、平成 24 年度事業計画および予算案は承認されました。 

■その他 

Q・木村中部協会長 

・昨年 5 種目を連盟 SC 競技に採用してほしいと言う案が出ていたが、すでに決定されたのか、

あるいは 3 月の連盟会議で決定するのかお聞きしたい。 

A・松井 SC 部長 

・この件は、参加人数の調査も必要と言うことで、各協会で何名程度参加者がいるか 12 月末まで

に回答してほしいとお願いしていた。その結果、期日までに回答があったのは愛媛協会と大分

協会の二協会のみでした。したがって審議対象とするには些か少ないと思っておりました。継

続審議といたしますので改めて回答をお待ちします。 

宗貞事務局次長 

・釣り保険の加入は会員必須です。加入は 2 月中旬までにおこなってください。尚、連盟指定の

2 保険の代理店以外で加入する方は必ず加入証明書（コピー可）を提出願います。 

・会員登録は 2 月 29 日（水）までに必ずおこなってください。 

・全日本サーフホームページにある議事録および規約（掲載準備中）の閲覧は 2 月中旬から ID   

（本日配布）と PW の入力が必要となります。今後は新規・退会とも必要措置を講じますので

本部事務局までご連絡願います。 

注・上記について総会終了後に訂正がありましたので本議事録でお知らせいたします。ID・PW

ともクラブ別・会員別に印刷して本部事務局から各クラブの代表者まで送付いたします。 

■新協会長紹介 

上村 脩広島協会長（広島グリーンキャスターズ） 

・今年度から協会長に就任いたしました。分からない部分も多々ありますが、皆様のご指導を受

けながら務めて参りますのでよろしくお願いいたします。 

青木 定信香川協会長（香川鱗友サーフ） 

・内定の段階ではありますが、17 年間務められた松井協会長の後任として充分に働けるかどうか

自信がありませんが精一杯頑張りますのでよろしくお願いいたします。 

藍沢 剛新潟協会長（柏崎サーフ）・欠席 

■審議終了宣言 

池田議長 

・以上をもちまして平成 24 年度新年総会（審議・承認事項）を終了いたします。この後は平成
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23 年度の各種表彰をおこないます。 

功労賞（人命救助） 

・野田健一氏（兵庫協会・神戸投翔会）平成 23 年 11 月 5 日 神戸市西舞子海岸 

・野田健一氏 同上 平成 23 年 11 月 11 日 同上 

大物 300 号達成賞 

・八尾浩幸氏（広島協会・広島釣趣会）・斉藤建一氏（岡山協会・岡山シースター） 

日本記録賞 

・大西直勝氏（愛媛協会・松山フィッシング）タイリクスズキ 123.6cm 

・田島匠氏（愛媛協会・東予サーフ）クロガシラカレイ 60.4cm 

・片岡洋次郎氏（大阪協会・滋賀投友会）マダイ 102.0cm 

大物異種 25 魚種達成賞 

・松本喜安氏（大阪協会・大阪釣友サーフ）・坂本達三氏（大阪協会・大阪サーフ） 

・磯野渉氏（兵庫協会・神戸中央サーフ） 

大物異種 41（20）魚種達成賞 

・孝原隆治氏（岡山協会・倉敷サーフ）・下浦輝明氏（大阪協会・大阪釣友サーフ） 

・永沢弘雄氏（大阪協会・西大阪サーフ）・正岡貴幸氏（愛媛協会・西四国サーフ） 

・中矢俊二氏（愛媛協会・T・CULUBⅡ） 

大物異種 41 魚種達成賞 

・佐伯和俊氏（兵庫協会・神戸投翔会）・吉田勝氏（大阪協会・高槻サーフ） 

・戸田悟氏（香川協会・屋島サーフ） 

キャスティング日本記録 

・三戸庸行氏（広島協会・広島リール）第 3 種目 3 投平均 152.74m 最長 155.11m 

・菅原隆氏（北海道協会・札幌サーフ）第 3 種目 3 投平均 152.03m 最長 154.83m 

・宮武和文氏（香川協会・香川鱗友サーフ）5 種目 A3 投平均 208.41m 最長 214.02m 

・船曳正義氏（兵庫協会・西宮天狗クラブ）5 種目 A3 投平均 207.70m 最長 216.68m 

・鈴木利和氏（北海道協会・SC 抜刀会）5 種目 A 最長 211.00m 

・八田雄三氏（中部協会・中京サーフ）5 種目Ｂ3 投平均 188.70m 最長 197.27m 

・磯野渉氏（兵庫協会・神戸中央サーフ）ＳＴ-A3 投げ平均 197.13m 

・外崎ゆきえ氏（北海道協会・札幌サーフ）女性種目 3 投げ平均 145.58m 最長 142.92m 

ST 団体種目兵庫協会 A チーム合計 720.61m 

・船曳正義氏（西宮天狗クラブ）平均 182.81m・磯野渉氏（神戸中央サーフ）平均 197.13m 

・穴田博也氏（神戸伊弉諾サーフ）平均 172.00m・永谷嘉三氏（西宮天狗クラブ）平均 168.67m 

キス段位制（初段認定） 

・小関典久氏（北九州協会・投好会）・家田宏治氏（中部協会・三河サーフ） 

・西向雅之氏（北陸協会・北陸漁友会） 

大物還付金 

大阪協会（71,000-）・兵庫協会（55,000-）・愛媛協会（32,000-）・岡山協会（29,000-） 

広島協会（25,000-）・香川協会（12,000-）・中部協会（8,000-）・三重協会（8,000-） 

千葉協会（8,000-）・愛知協会（6,000-）・東京協会（6,600-）・宮城協会（6,000-） 

和歌山協会（5,000-）・徳島協会（4,000-）・大分協会（3,000-） 

 

第２号議案 第 131回協会初釣り大会報告（PT 滋賀投友会） 

 2 月 5 日開催された初釣り大会における成績報告があった 

・1 位 東住吉サーフ 畝木さん ニベ 45.1 ㎝・シロギス 26.2 ㎝ 計 71.3 ㎝ 

 2 位 OKAC 木村さん クロダイ 50.3 ㎝・クジメ 20.6 ㎝ 計 70.9 ㎝ 

 3 位 滋賀投友会 南さん トカゲエソ 37.1 ㎝・キチヌ 33.2 ㎝ 計 70.3 ㎝ 

・団体優勝 関西投友釣りクラブ 192.8 ㎝（上位 3 名の合計） 

 

第３号議案 春季 SC通信大会について（小山 SC部長） 
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・3 月 4 日和歌山マリーナシティにて開催します。本日、参加と資材の申込を受付しています。 

・上位入賞者の方は 5 月開催の協会対抗戦の出場をお願いしたい。 

 

第４号議案 協会クリーンアップ活動について（山崎環境部長） 

・当初 4 月 15 日に予定していましたが、昨日、国交省にゴミの回収について連絡をしたところ 4

月中は回収は出来ないとの返事であったので、日程の変更を本日決めたい。 

・協議の結果 6 月 10 日（日）に変更することに決定した。ただし当日は、北日本 SC 大会がある

ので大会に参加さる方はそちらを優先とします。 

・参加申込は、5 月理事会で行います。 

 

第５号議案 第 132回協会春季大会について（PT 関西投友釣りクラブ） 

・4 月 22 日開催の要項(案)を配布して、説明を行い内容について意見を聞くが特に無かったので

要項通りに開催することが決定された。参加申込は、3 月理事会で受付をする。 

 

第６号議案 第 96回全日本キス会場申請について（事務局） 

・全日本キスの会場申請について各クラブに意向を聞き、大阪協会からは、古江会場（長居 FC）

と串本会場（大阪ｱﾝｸﾞﾗｰｽﾞ）の 2 会場を申請することに決定した。 

 

その他 

・沢田広報部長より協会 HP の更新については、池田協会長にお願いしている、携帯サイトも開

設しましたのでまた見て頂きたい。初釣り大会の成績等については HP にアップしています。 

 HP について意見や要望もどしどし出して下さい。 

・オープン大会時の応援してもらう釣りガールについて再度意見を聞くが、特に意見もなかった

ので、話を進めていく方向に決定された。謝礼金は、1 名 1 万円と昼食ぐらいを考えています。 

 

20 時 10 分閉会 


